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抗日戦争期における韓国臨時政府の政治活動と中国国民政府
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d慶 13 43 52 0 108
第1支四川省
d慶 10 11 20 48 89
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泣Jッタ 13 0 0 0 13
総人数 57 65 110282514
（注）将校（韓）＝韓国人、将校（中）＝中国人である。
軍属とは、非戦闘員として軍務に服する者をさす。
（出所）韓国臨時政府軍務部長・キム・ウォンボン
の軍務部事業報告書「光復軍現勢」（『大韓民国臨
時政府議政院文書』、825頁）、韓詩俊『韓国光復軍
研究』、一潮閣、1993年、180頁より作成。
　以上のように、42年重慶には148名の軍関
係者がいた。ただし、韓国光復軍内には国民政
府の軍事委員会から派遣された中国人将校がい
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た（人数不詳）ので、韓国人軍関係者の人数は
これを差し引いて考えなければならない。45
年春には140名余の軍関係者がいたと考えて
よい。さらに同じ頃、全体で350人前後が重
慶に居住していたわけであるから、おそらく
210名前後の政府関係者、民間人およびその家
族が居住していたと思われる。
　では、彼らはどのような生活を送っていたの
であろうか。重慶における日常生活を知る材料
はきわめて少ない。たとえば、彼らはどのよう
な衣服を着ていたのか。第34回の臨時議政院
の会議での議員記念写真41のなかで、彼らの大
半は背広（スーツ）を着てネクタイを付けてい
る。若干の年寄り議員は中国の長衣を着て写っ
ている。足元まで隠れる長そでの中国服である。
資料集のなかには伝統的な韓国服の男性の写真
は1枚もない。40年9月に国民政府軍事委員
会指揮下に組織された韓国光復軍の写真では、
兵士たちが着ていたのは中国軍の軍服と同じで
あった。政治や軍事にかかわった韓国人男性が、
服装面で中国化していた様が知られる。では彼
らと一緒に生活していた韓国人女性はなにを着
ていたか。重慶で韓国光復軍が主催した運動会
の写真がある。参列した女性たちはチマチョゴ
リの盛装をしている。抗日時代の米国在住韓国
婦人たちをとった写真があるが、これもチマ
チョゴリであった。衣装という民族文化を異国
の困難な生活のなかでも女性が保持していたこ
とが写真からも知られて、興味深い。もっとも、
41年6月に創立された韓国革命女性同盟（ほ
とんどが臨政要員の家族）の記念写真では、女
性の大半が縦にスリットの入った中国服を着て
くつをはいて写っている。わずかの女性が洋服
を着ており、チマチョゴリを着ているひとは一
人もいない。外で社会的に活動していた女性の
服装は中国化していたのではないだろうか。
2．韓国民族主義者と朱家騨との関係
　朱家騨（1893～1963）は中国国民党の幹部
として韓国の民族主義者と深い関係をもった人
物であった。ここでは、この朱と韓国の政治指
導者との関係を検討する。
　まず朱家騨の経歴について述べておきたい。
朱は国民党中央組織部長を歴任（1939～44年）
した人物である。1938年10月国民党中央執行
委員会秘書長に任じられ、臨政を支援する活動
の中枢にいた。韓国民族主義者とは広く親交を
結び、彼らに信頼された人物であった。朱は国
民政府の教育部長（32～33年／44～48年）、
交通部長（32～35年）等の要職にも歴任し、
研究教育面でも北京大学、広州中山大学、中央
大学の教授職や国立中央研究院院長代理として
活躍した。辛亥革命の時代には若き革命派であ
り、ドイツ留学帰りの国際派でもあった42。
　つぎに、朱と韓国民族主義者との関係につい
て述べよう。
　朱は、1938年4月に中国国民党中央執行委
員会秘書長兼中央調査統計局局長に就任してか
ら臨政要人との交流を開始した。具体的には、
38年11月4日、キム・グと会見し「韓国独立
運動援助」問題について協議したのが最初で
あった43。
　39年4月1日には、朱は独立運動各党指導
者を宴会に招待した。40年1月26日、朱は蒋
介石に密書を提出し、39年8月に韓国7党会
議の分裂経過及び原因を報告した。その報告書
において、朱は「過去には韓国政党各派の活動
にたいして消極的支援であった。しかし、今後
は積極的主体的な態度で統一運動を促進すべき
である」と述べた44。
　40年3月2日には、朱は蒋介石に秘密公文
を送り、「日本軍からの韓国籍兵士の帰順者が
多いという現実を考慮して、華北に韓国光復軍
を設立すべきである」と提案した45。3月30
日には、蒋介石は朱にたいして「重慶で日本・
韓国・台湾の革命的指導者を集めた会議をする
よう」命令しだ6。こうした蒋の指示に対応し
て、同年4月2日重慶において、朱の主催で「朝
鮮革命運動を援助する談話会」が開かれた。場
所は国民党中央調査統計局であった。右派民族
主義を代表する韓国独立党（光復聯合）の活動
地区を黄河以南長江以北とし、左派民族主義を
代表する朝鮮民族革命党（民族聯盟）の活動地
区を長江以南とする決定がここで行なわれ
た47。
　40年9月に、臨政は光復軍総司令部を結成
し設立式を挙行した。朱は、韓国光復軍の承認
をすみやかに行なうよう、国民政府に働きかけ
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た人物の一人であった48。すなわち、41年2月
18日には、中国軍政部の何応欽にたいして韓
国光復軍の正式設立を早く承認するように催促
した。当時、国民政府内部では光復軍にたいす
る指導権確保の点からちゅうちょする声が存在
していたという49。同年7月には、朱は蒋介石
にたいして光復軍承認をすみやかに行なうよう
要求した。これは、キム・グらの矢のような催
促を背にうけての行動であった。そのほかに、
韓国人兵士にたいする財政的支援についても提
言していた。たとえば、41年9月30日、朱は
蒋介石にたいして帰順してきた韓国籍兵士がす
でに数百人おり、食費・衣料費などにあてる救
済金を支給すべきであると提言していた。10
月26日、蒋は朱の提言にたいして10万元の救
済金を支給すると支給を回答した50。
　以上のように、朱は韓国独立運動に共感をし
めして、独立運動の統一化や光復軍承認問題に
ついても韓国側の意向を積極的に中国国民党側
に伝達し、臨政の人々の生活問題にも配慮して
いた。
　つぎに、1942年の韓中交渉を取り上げ、朱
家騨が韓国民族主義者とどのような関係を築こ
うとしていたのか、どのような支援を行なおう
としていたのかを、明らかにしたい。
　42年4月30日、朱家騨は国民政府食糧部の
徐堪にたいして、韓国独立党の党員に公定価格
での米購入を許可してくれるよう依頼の手紙を
送った。内容は次の通りである。韓国独立党所
属男女及びその家族123人は、去年（1941年）
夏重慶市糧食管理委員会に請願書を送った。同
管理委員会は、1日当たり公定価格米9市斗［90
リットル］の購入を許可した。それが42年4
月上旬まで続いたが、重慶市民食供給処は公定
価格米のかれらへの販売を停止した。そう述べ
たのち、朱は次のように書いた。「同党の革命
人士の志は国家の回復にある。わが中央政府は
かれらを援助してきた。……食糧部が同党へ継
続して公定価格米を販売するよう希望する」
51。5月21日、徐堪から朱家購にたいして、
韓国独立党に米を公定価格で購入させる件につ
き同意する旨の回答が送られた。その内容は次
の通りであった。「同党から申告のあった男女
及び家族123人について、毎月1人当たり2
斗［20リットル〕必要であるとして、1か月
では24石6斗［2460リットル］が必要となる。
重慶市民食供給処にたいしては従来どおり公定
価格での供給を約束させるが、このするほかに
韓国独立党の責任者に連絡して民食供給処に出
向いて手続きをとるようにされたい」52。
　これは、「足りない」という不平の声もあっ
たが当時重慶の生活状況からみると、中国人の
中産階級並みの生活を維持できるものであっ
た。さらに、当時重慶での食糧は配給制で、配
給所の前にはいつも長蛇の例ができ、互いにの
のしり合いなぐり合っての喧嘩が絶えなかった
が、韓国人は個別に人員を登録して一括して食
糧を受け取り、使用人に家ごとに配給するよう
にさせたというSS。
　42年5月11日、朱家騨は呉鉄城（中国国民
党秘書長）にたいして、キム・グから送られた
臨政の毎月の経費及び臨政所属韓国人居住者全
員の生活費にかんする表を転送した。内容は次
の通りである。臨政全体の支出額としては法幣
（1935年以後国民政府が発行した紙幣）24．45万
元が必要である。毎月米国領在住韓国人から平
均2000米㌦（法幣4万元）の補助金が送られ
てくるが、なおも20万元が不足する。元々毎
月支給されてきた補助金6万元以外に14万元
を支給されるよう要求する。以上の支出表にそ
えて、朱は次のように書いた。「毎年物価の高
騰がはげしい。民国30年（1941年）と比べる
と数倍になった。要請におうじて14万元を加
給するという件も、実情を考慮して増額し、政
府を維持するためには、国民党中央はつねに弱
小民族を援助するという意思を示したほうがよ
いのではないか」云・e　M。
　以上の増額支給要求の結果はどうなったか。
8月11日に朱家騨がキム・グに送った書簡に
よれば、6月から増額支給することが決まった
と考えられる。しかし、朱自身が湖南・江西2
省に視察にでかけたために、6月分の支給は7
月中旬になったという。もっともこの書簡は、
キム・グが朱に請求して送付されたものであっ
た。というのは、当時この補助金の受け取りを
めぐって、朝鮮民族革命党と韓国独立党とのあ
いだに争いが生じていたからであった。同書簡
は、キム・グが補助金受け取りの韓国側窓ロで
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あることを証明するためのものであっだ゜。
　42年6月24日、キム・グが朱家騨にたいして、
行政院副院長・孔祥煕に面会して借款の件を協
議したい旨の書簡を送った。これは、キム・グ
がこれまで孔祥煕と付き合いがなかったための
斡旋依頼であった。6月27日、朱家騨は孔祥
煕にたいして書簡を送13、キム・グから依頼の
あった借款の件を伝えた。「わが党は韓国独立
党の志士にたいして長年援助してきた。…太平
洋戦争の勃発以来、米蟹には韓国臨時政府を承
認する意思があるという。同党はなおも外国に
流亡し、経費のあてもない。そこで、わが国に
借款50万米㌦を要講してきたのである。…ぜ
ひとも便宜をはかっていただきたい」という内
容であった56。
　では、借款要請の績果はどうなったか。7月
16日、キム・グは乳鐸無家で開かれた宴会に
参加した。臨時政麿の援助問題に責任のある地
位にいる2人、つま蔭孔祥熈と呉鉄城とは責任
をたがいにたらい痙しにして、結局成果なしに
分かれた。翌17日、キム・グは朱家騨に書簡
を送ってこの結果をしらせ、「最高指導者」に
打診しなければだめだとして、朱にたいして蒋
介石との会見を手配してくれるように依頼し
た57。
　7月20日、孔祥煕は朱家騨に回答を送った。
孔は、「わが国も抗戦建国の時にあたっており、
外貨はきわめて必要であるj。そこで、韓国独
立党から要求された借款については「米国政府
に連絡して交渉するのがよろしかろう」。つま
り、これは娩曲な拒否回答であったSS。
　以上に42年を例にして朱家騨の韓国民族主
義者との関係を検討してみた。筆者の見解では、
朱はキム・グ等の韓国独立運動家が蒋介石に
色々な要求・提案をするさいの受付のような役
割を果たした人であり、独立運動の動きを深く
理解していた人であったと思う。
3．韓中文化協会の活動
　1942年10月、重慶に韓中文化協会が設立さ
れた。この協会は、韓国と中国の両国指導者・
知識人が組織した団体であった。抗日戦争の勝
利を目標とし、韓国独立革命を支援する人々が
結集した。孫科（中国国民党指導者）を理事長
として設立された。主たる活動は抗日宣伝活動
であった。
　1942年10月10日、蒋介石は韓中文化協会
の成立を特別に訓令した59。この訓令において、
蒋は「中韓文化協会が成立し困難の中において
中・韓両国の友好や東アジア文明の発展に大貢
献することを深く期待する」と述べた。
　では、同文化協会はどのような活動を行なっ
たか。43年2月末には、三一運動24周年記念
講演会がこの協会の主催で開かれた。中国人・
韓国人300余人の参加をみた60。これは抗日意
思を鼓舞する活動の一つであった。対外活動と
しては、43年4月、協会は臨政を連合国に正
式承認することを要求した。また、文化の名に
ふさわしい活動としては、通称として流布して
いた「日本海」の名称を「太平海」に変更する
ような提唱も行なった61。43年5月には、両国
の知識人50余人を集めて韓国独立問題座談会
を開催した。このとき、協会は、英米両国が提
唱した「戦後の韓国を国際的共同管理にする」
方針に反論し、韓国の完全独立を要求してい
た62。43年10月には、中国・韓国の著名人
200余人を招いて茶会を開催した。席上、孫科
が開会の言葉を述べ、「天皇制の打倒は中韓両
国人民の願望である」と語った63。43年11月、
カイロ宣言（ルーズベルト、チャーチル、蒋介
石の3巨頭会談）が開かれ、日本敗戦後の朝鮮
独立が決定された。協会は、12月ただちに、
カイロ宣言決定を宣伝する座談会・講演会を開
き、さらに韓国独立問題を議論する大型座談会
も開催したM。44年10月には、創立2周年大
会を開き、「中国政府に韓国臨時政府を承認さ
せる」件や「韓国籍学生への奨学金制度設立」
の件等を採択していた。会議には中国人・韓国
人120余人が参加した65。
　韓中文化協会はどのような団体であり、いっ
たい何を成し遂げたのであろうか。この協会は、
韓国人指導者と中国人指導者とが協力して韓国
独立を一貫して提唱した政治宣伝団体であっ
た。いわば両国間の友好実現の団体であった。
この協会の最も大きな功績としては、英米が構
想した「戦後朝鮮半島国際共同管理」方針を打
破した行動を挙げることができよう。
一262一
抗日戦争期における韓国臨時政府の政治活助と中国国民政府
おわりに
　三一独立運動以来、中国は韓国民族主義者の
政治活動の舞台であった。多くの政治党派が結
成され、消滅していった。たえず党派問の対立・
抗争が発生し、彼らの大同団結ははなはだ困難
であった。とりわけ1935年秋までの上海臨政
時代は対立が絶えなかった。日本の中国侵略の
展開とともに、臨政は上海を離れ、中国の中南
地方を点々と移動することを余儀なくされた。
抗日戦争の勃発から3年たった40年9月に臨
政は重慶に落ち着くことになった。
　臨政は、1940年代に入ってから左右派の独
立運動陣営には大きな変化が起きた。中日戦争
以前の韓国独立運動体は左右十数派に分かれ、
たがいに派閥争いをしていたが、抗日戦争が勃
発すると抗日の協同戦線形成の動きが始まり、
左右独立運動勢力の連合体として光復聯合と民
族聯盟が結成された。さらに、国民政府の支援
と指導の下で、光復聯合と民族聯盟との大同団
結を目指す2大陣営の関係調停が行なわれた。
　しかし、1939年8月の棊江で開催された左
右合作運動は2大陣営の意見食い違いのため決
裂してしまった。左右合作運動が決裂した後、
右派陣営では臨政を中心に勢力を結集したが、
左派陣営ではその勢力が分裂し始めた。その理
由は、左派陣営の武装勢力である朝鮮義勇隊が
中国共産党地域である華北に進出したためで
あった。その結果、民族聯盟の各団体が臨政に
参加するようになり、1942年から臨政を中心
とする左右派統一戦線が形成された。それに
よって、独立運動勢力の連合体として結成され
た光復聯合と民族聯盟は事実上解体し、1940
年代の独立運動戦線は新たな動きが形成される
ようになった。これは、1927年国内で組織さ
れた新幹会と1935年中国において5党統一で
成立された民族革命党に続き、左右派勢力が統
一された大きな成課であったと思われる。
　このような、左右派統一戦線の形成には国民
政府の支援あるいは指導の影響が大きく反映さ
れていた。国民政府の内部では朱家騨、呉鉄城、
何応欽、孫科など臨政をよく理解し支援する要
人が多かった。特に、本稿では朱家騨を中心に
考察した。朱家騨は臨政の政治、軍事、経済な
ど全方面において積極的に支援を行なった人物
であった。その支援は政府関係者、民間人およ
びその家族にとって大きな力になったと思う。
また、臨政にとっては韓中文化協会の存在も大
きく反映されていた。臨政をめぐる朱家騨以外
の国民政府要人や韓中文化協会についての具体
的な内容については今後の課題にしておきた
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